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令和７年度第２回八幡浜市地域公共交通会議 議事要旨 

 

日時：令和 7 年 11 月 21 日（金） 13:30～14:25 

場所：市役所八幡浜庁舎 5 階 501 会議室 

出欠状況：委員 27 人中 20 人出席 

 

欠席者：株式会社富士タクシー代表取締役 三好 正司 委員 

一般社団法人愛媛県ハイヤー・タクシー協会専務理事 谷口 政賀津 委員 

釜倉地区民生委員 中尾 比良喜 委員 

高野地区長 樋田 都 委員 

国土交通省四国運輸局愛媛運輸支局首席運輸企画専門官 山本 悟史 委員 

    田中輸送有限会社代表取締役 和田 雅子 委員 

四国旅客鉄道株式会社愛媛県企画部長 窪 仁志 委員 

 

次第 １ 開会 

 

２ 協議事項 

協議事項１．八幡浜市地域公共交通計画の中間評価について 

  ①市街地のバス路線再編、停留所・公共交通案内板等の整備事業 

 ②おでかけアドバイザー養成講座 

 ③交通事業者運転手確保対策事業補助金 

協議事項２．八幡浜市乗合タクシー新規地区への導入 

 

３ 報告事項 

 

４ 閉会 
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議事録 

１ 開会（会議成立の報告） 

 委員２７人中、２０人が出席。八幡浜市地域公共交通会議設置要綱第６条第２項に定める構

成員の２分の１以上の出席を満たしており、甲斐会長が会議成立を報告した。 

 

２ 協議事項 

協議事項１．令和７年度事業進捗報告及び令和８年度事業について 

 事務局が資料に基づき説明した。 

 

＜意見・質問＞ 

無し 

 

協議事項２．八幡浜市乗合タクシーの新規地区への導入について 

 事務局が資料に基づき説明した。 

 

＜意見・質問＞ 

【宮内地区公共交通推進協議会会長：武内委員】 

 本日、公共交通会議で協議して頂けること、大変嬉しく思う。現在、宮内地区だけではない

が、高齢化が進み、生活の足が不便になっている。以前は、宮内の中心部から磯津に向かって

延びる路線バスが通っていたが、それが廃止されてからかなり久しくなる。また、地区内に病

院がなく、八幡浜市内まで移動する必要があり、子育て世帯にとっても負担となっている。そ

ういったことも考慮していただきご検討をよろしくお願いしたい。 

 

【宮内地区公共交通推進協議会役員：平家委員】 

今現在、74歳になり、来年から後期高齢者の仲間入りになる。地区の中でも一番奥に居住し

ているため、この乗合タクシーを利用することになると思う。皆様方の良い意見を受けて、実

行できるようお願いしたい。 

 

【伊予鉄南予バス：岡田委員】 

宮内地区の導入について確認させて頂きたい。弊社のバス路線に保内庁舎や三島神社前のバ

ス停があり普段から利用して頂いている。今回の乗合タクシーは宮内地区から、例えば市立病

院までクローズ方式で乗降できるということでよろしいか。 

細かいことを言えば、バス路線とかぶっているのかなというところではあるが、地区の方も
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移動の足がない方やバス路線から遠い方もおられると思うので、導入について十分理解はし

ている。予定している運行便数が、今後増便する予定はあるのか。 

 

【事務局】 

 確認事項について間違いない。運行便数の変更について、まずは導入をしてみて利用者の

状況等を含めての検討になるが、今の所、増便する予定はない。 

 

【宮内清水町区長：九鬼委員】 

   宮内線は両家から宮内を周って、保内庁舎終点で、Uターンをして周ると思っていたが、宮

内地区から市街地エリアまで移動ができるのか。 

 

【事務局】 

   宮内の地域内エリアから市街地エリアの八幡浜市街地をつなぐものなので、両家から八幡

浜市街地まで移動が可能。 

 

【松山大学：甲斐会長】 

   協議事項の 2、宮内清水地区への導入ということで、合意をすることとしてよろしいか。合

意をしていただける方は拍手をお願いしたい。 

 

【各委員】 

  （拍手） 

 

【松山大学：甲斐会長】 

それでは、協議事項 2について合意がいただいたものと認めさせていただく。 

 

３ 報告事項 

事務局が資料に基づき説明した。 

 

＜意見・質問＞ 

  無し 

 

 

【松山大学：甲斐会長】 

 報告事項や協議事項以外のことについて、他にご意見・ご質問はないか。 
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〈意見・質問〉 

【若山区長：寺坂委員】 

地区の声として、お話しをさせて頂く。現在、高校生は交通手段が限られ、双岩などは、汽

車、自転車、又は親の送迎に頼っている。また、中学生は部活動の地域移行が進んでいくため、

夕方以降の動きがかなり複雑化されると予想する。例えばこのような乗り合いタクシーのよう

な形で、高校の近くまで行くルートがあれば保護者は利用させるのではないかという声があっ

た。 

今までの発想プラス、若い世代、特に交通手段のあまり選択肢のない方も含めた考え方も必

要なのではないか。 

 

【事務局】 

  乗り合いタクシーを知らない人は、高齢者しか乗れないのではないか、地区外の人は乗れな

いのではないか、という話も聞くが、実際は誰でも利用可能。その辺りを市としても、周知し

ていきたい。 

 

４ 閉会 

【松山大学：甲斐会長】 

それではこれを以って、令和７年度第２回八幡浜市地域公共交通会議を終了する。 

 

 


